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大津市の小学生のみなさんに【高学年用】
平成 27 年 6 月
大津市教育委員会

　新しい仲間や先生にも慣れて、楽しく過ごせていますか。
　一年間をともに過ごしていく仲間一人ひとりを見渡しながら、みなさんに考えてほしいことが
あります。「いじめ」についてです。相手への心ない言葉や行動、からかい、暴力、落書き、物かくし、
仲間はずれ、かげ口、インターネットでの書き込みなど、いじめにはさまざまな形があります。
　たとえ遊び半分や軽い気持ちでしたことでも、受けた相手は心に傷を受けています。その場では
笑っていたとしても、心の中では深く傷ついていることもあります。そして、これらのいじめによって
心や体が傷つくだけでなく、かけがえのない命を失うことさえありうるということを知ってください。
　みなさんが、いじめる側にも、見て見ぬふりをする側にもならないようにするには、いじめを受ける
側の気持ちに立って考えてみることがまず大切です。そこから、あたたかい発言や行動が広がれば、
誰もが安心できる仲間づくりにつながっていきます。友だちやグループの中で、学級で、安心して
過ごしたいと願う気持ちは誰も同じです。力と心を合わせて、いじめのない学校にしていきましょう。
　先生たちもみなさん一人ひとりの大切な命を守るため、「いじめは絶対に許さない」という気持ち
を強く持って、いつも見守っています。もしもあなたがいじめを受ける側になって困ったとき、心配
なときには一人でかかえず、すぐに相談をしてください。あなたの気持ちを受けとめます。解決に
向けて、いっしょに考えていきましょう。

（　　） 友だち、先生と気持ちのよいあいさつを交わしていますか。

（　　） 正しく温かい言葉づかいができていますか。

（　　） 自分がされて嫌なことを、誰かにしていませんか。

（　　） 相手の欠点ではなく、いいところを見つけようと心がけていますか。

（　　） うわさを広げたり、ふり回されたりしていませんか。

（　　） いじめを受ける側にも原因があると思っていませんか。

（　　） 自分には関係ないと、見て見ぬふりをしていませんか。

（　　） みんなで決めたこと、学校や社会のきまりを守っていますか。

… あなたの仲間や学級が、正しいことを「正しい」と伝え合える集団になるために …

もしも身近な人に話しにくいときには、話を聞いてもらえる電話相談もあります

「みんなの安心」につながる、あなたからの第１歩
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